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民
主
化
は
容
易
で
は
な
い
。
い
わ
ゆ
る

「
ア
ラ
ブ
の
春
」
と
呼
ば
れ
る
民
衆
運
動

か
ら
約
三
年
半
を
へ
た
現
在
、
エ
ジ
プ
ト

を
は
じ
め
政
権
交
代
を
果
た
し
た
ア
ラ
ブ

諸
国
で
も
、
民
主
化
が
必
ず
し
も
進
展
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
権
力
闘
争
に
よ

る
不
安
定
な
政
権
運
営
が
続
い
て
い
る
。

小
稿
で
は
、
二
〇
一
三
年
五
月
号
に
引
き

続
き
、「
ア
ラ
ブ
春
」
と
民
主
化
の
進
展

に
つ
い
て
論
じ
た
書
籍
を
紹
介
す
る
。

●
エ
ジ
プ
ト
革
命
と
そ
の
後

歓
喜
に
沸
い
た
エ
ジ
プ
ト
革
命
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
の
新
体
制
を
め
ぐ
る
迷
走

は
国
民
を
落
胆
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

鈴
木
恵
美
著
『
エ
ジ
プ
ト
革
命
―
軍
と
ム

ス
リ
ム
同
胞
団
、そ
し
て
若
者
た
ち
』（
中

公
新
書　

二
〇
一
三
）
は
、
革
命
が
発
生

し
た
二
〇
一
一
年
一
月
か
ら
二
〇
一
三
年

六
月
の
軍
に
よ
る
「
ク
ー
デ
タ
ー
」
ま
で

の
二
年
半
に
つ
い
て
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変

わ
る
民
主
化
プ
ロ
セ
ス
と
そ
の
挫
折
に
至

る
経
緯
を
丹
念
に
事
実
を
積
み
あ
げ
て
考

察
す
る
。
特
に
、
革
命
後
の
政
治
的
混
迷

に
つ
い
て
は
、
革
命
の
立
役
者
で
あ
っ
た

青
年
勢
力
、
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
勢
力
に
依

存
し
た
ム
ル
シ
ー
政
権
、
エ
ジ
プ
ト
近
現

代
史
の
な
か
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

き
た
軍
部
の
三
勢
力
の
対
立
構
造
と
権
力

闘
争
を
鋭
く
分
析
す
る
。

加
藤
博
・
岩
崎
え
り
奈
著
『
現
代
ア
ラ

ブ
社
会
―
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
と
エ
ジ
プ
ト

革
命
』（
東
洋
経
済
新
報
社　

二
〇
一
三
）

は
、
ま
ず
、「
ア
ラ
ブ
の
春
」
発
生
の
背

景
と
な
る
ア
ラ
ブ
諸
国
の
中
長
期
的
歴
史

の
流
れ
と
、
エ
ジ
プ
ト
革
命
が
起
き
た
社

会
経
済
的
背
景
を
探
り
、
ア
ラ
ブ
社
会
の

構
造
的
特
徴
を
指
摘
す
る
。後
半
部
分
は
、

「
意
識
調
査
に
基
づ
く
民
意
分
析
」
と
い

う
日
本
の
ア
ラ
ブ
研
究
で
は
初
め
て
の
大

規
模
な
社
会
調
査
を
基
に
実
証
分
析
を

行
っ
た
も
の
で
、二
〇
〇
八
年
と
一
〇
年
、

革
命
直
後
の
一
一
年
と
一
二
年
に
エ
ジ
プ

ト
の
農
村
部
と
都
市
部
を
対
象
に
、政
治
、

経
済
、
社
会
、
文
化
、
対
外
関
係
に
関
す

る
意
識
の
変
化
を
分
析
し
、
そ
こ
か
ら
読

み
と
れ
る
エ
ジ
プ
ト
革
命
の
性
格
と
そ
の

行
方
を
論
じ
る
。

さ
て
、
ム
ル
シ
ー
大
統
領
の
政
権
基
盤

と
し
て
エ
ジ
プ
ト
政
治
の
表
舞
台
に
登
場

し
て
き
た
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
だ
が
、
日
本

で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の

組
織
に
つ
い
て
論
じ
た
書
籍
と
し
て
、
横

田
貴
之
著
『
原
理
主
義
の
潮
流
―
ム
ス
リ

ム
同
胞
団
』（
山
川
出
版　

二
〇
〇
九
）、

同
著
『
現
代
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
イ
ス

ラ
ー
ム
と
大
衆
運
動
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出

版　

二
〇
〇
六
）
が
あ
る
。
前
者
は
、
一

九
二
八
年
の
同
胞
団
創
設
か
ら
発
展
、
弾

圧
、
復
活
に
至
る
歴
史
と
思
想
、
活
動
実

態
、
ア
ラ
ブ
諸
国
へ
の
拡
大
に
つ
い
て
基

本
情
報
を
提
供
す
る
小
冊
子
で
あ
る
。
ま

た
、
後
者
は
、
同
胞
団
の
歴
史
的
な
展

開
を
説
明
し
た
後
、
近
年
の
エ
ジ
プ
ト
の

社
会
変
動
の
な
か
に
同
胞
団
の
社
会
運
動

を
位
置
づ
け
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
政
治
・
社

会
問
題
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。
吉
川

卓
郎
著
『
イ
ス
ラ
ー
ム
政
治
と
国
民
国
家

―
エ
ジ
プ
ト
・
ヨ
ル
ダ
ン
に
お
け
る
ム
ス

リ
ム
同
胞
団
の
戦
略
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出

版　

二
〇
〇
七
）
は
、
比
較
政
治
学
の
立

場
か
ら
エ
ジ
プ
ト
と
ヨ
ル
ダ
ン
の
ム
ス
リ

ム
同
胞
団
の
運
動
を
事
例
に
、
国
内
政
治

運
動
と
し
て
の
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
運
動
を

論
じ
る
。

●
ア
ラ
ブ
諸
国
の
民
主
化
の
行
方

日
本
の
研
究
者
ら
は
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
以

前
か
ら
こ
の
地
域
の
民
主
化
に
関
心
を
持

ち
、
着
実
に
研
究
成
果
を
ま
と
め
て
い
る
。

ま
ず
、松
本
弘
編
著
『
中
東
・
イ
ス
ラ
ー

ム
諸
国
民
主
化
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
明
石

書
店　

二
〇
一
一
）
は
、
中
東
・
中
央
ア

ジ
ア
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

二
四
カ
国
を
対
象
に
、現
在
の
政
治
体
制
・

制
度
、
民
主
化
の
経
緯
、
選
挙
、
政
党
の

四
項
目
に
つ
い
て
各
国
の
基
本
情
報
を
提

供
す
る
基
本
文
献
で
、
国
家
間
の
比
較
や

全
体
像
を
把
握
す
る
際
、
有
益
で
あ
る
。

石
黒
大
岳
著
『
中
東
湾
岸
諸
国
の
民
主

化
と
政
党
シ
ス
テ
ム
』（
明
石
書
店　

二

〇
一
三
）
は
、
権
威
主
義
体
制
下
に
あ
る

湾
岸
諸
国
の
な
か
で
も
政
治
運
動
が
活
発

な
ク
ウ
ェ
ー
ト
と
バ
ハ
レ
ー
ン
に
つ
い
て

選
挙
と
議
会
政
治
を
分
析
し
た
も
の
で
、

他
の
ア
ラ
ブ
諸
国
と
は
異
な
る
両
国
の
疑

似
的
な
政
党
制
、
す
な
わ
ち
支
配
一
族
に

対
抗
す
る
集
団
と
し
て
の
野
党
が
果
た
し

て
き
た
民
主
化
の
進
展
を
検
証
す
る
。

山
尾
大
著
『
紛
争
と
国
家
建
設
―
戦
後

イ
ラ
ク
の
再
建
を
め
ぐ
る
ポ
リ
テ
ィ
ク

ス
』（
明
石
書
店　

二
〇
一
三
）
は
、
ア

メ
リ
カ
の
介
入
と
い
う
外
部
ア
ク
タ
ー
と

国
内
の
宗
派
主
義
対
立
で
あ
る
内
部
ア
ク

タ
ー
の
「
ア
ク
タ
ー
間
の
関
係
性
」
に
視

点
を
お
き
、
戦
後
イ
ラ
ク
の
紛
争
と
国
家

建
設
の
実
態
を
実
証
的
か
つ
多
角
的
に
描

く
。
特
に
民
主
化
に
つ
い
て
は
、
戦
後
の

国
家
建
設
の
ご
く
初
期
に
導
入
さ
れ
た
こ

と
に
注
目
し
、
ア
メ
リ
カ
主
導
の
民
主
化

に
対
し
て
国
内
シ
ー
ア
派
宗
教
界
が
ど
う

対
処
し
、
そ
の
主
導
権
を
掌
握
し
た
か
、

そ
し
て
そ
の
後
の
国
家
建
設
に
ど
う
影
響

を
与
え
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

さ
て
、
酒
井
啓
子
編
『
中
東
政
治
学
』

（
有
斐
閣　

二
〇
一
二
）
は
、
こ
れ
ま
で

特
殊
で
例
外
的
な
地
域
と
し
て
比
較
研
究

の
対
象
か
ら
排
除
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
中
東

に
つ
い
て
、「
ア
ラ
ブ
動
乱
」
を
機
に
、

比
較
政
治
学
の
枠
組
み
に
包
摂
す
る
新
た

な
分
析
視
覚
を
探
ろ
う
と
し
た
意
欲
作
で

あ
る
。
若
手
を
含
め
た
一
五
名
の
研
究
者

が
体
制
維
持
の
統
治
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
民
主

化
と
伝
統
的
社
会
紐
帯
、路
上
抗
議
運
動
、

国
際
政
治
と
い
っ
た
観
点
か
ら
論
じ
る
。

（
い
ず
み
さ
わ　

く
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こ
／
ア
ジ
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行
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